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令和 4年 1月 31日 

報 道 機 関  各位 

■ 趣旨 

国立大学法人富山大学、協同組合全国企業振興センター及び富山県は、地方経済の活性化、地

方創生及び人材育成のための「富山“Re-Design”ラボ」コンソーシアムの組成に向けた連携に

関する協定を締結しました。 

本協定は、大都市圏の人材に対し地方の企業、大学、自治体が協働して「働きながら学ぶ場」

を創出することを目的として締結したものであり、当該プログラムを活性化させる観点から、参

加する企業の募集を広くかつ円滑に行うため、地域の金融機関等に協力を依頼しております。 

富山大学としては、「富山“Re-Design”ラボ」に参加する大都市圏の人材に対し、協力研究員

を委嘱し、企業の課題解決のための助言指導を行います。将来の地域経済を支える人材育成に

努めて参ります。 

  

（参考） 

○協同組合全国企業振興センターの役割 

 当該コンソーシアムの運営事務局、大都市圏人材の発掘等 

○富山県の役割 

    大都市圏人材に対する支援等 

※詳細は別紙をご参照ください。 

 

 

「富山“Re-Design”ラボ」 コンソーシアムの 

組成に向けた連携に関する協定書の締結について 

～これからの時代の変化を見据え、富山県の未来を担う企業と自身のキャリアを 

Re-Designし、地域企業の持続的な価値創造と外部中核人材による地域活性化を図

る実践型リカレントプログラム～ 



 

 

【本発表資料のお問い合わせ先】 

（コンソーシアム運営に関すること） 

  協同組合全国企業振興センター 

アイコック代表理事 田中 尚人 Tel:076-226-1111 

（大都市圏人材支援：定住促進に関すること） 

  富山県商工労働部労働政策課 

雇用推進班長 大西 哲憲    Tel:076-444-3542 

（協力研究員及び地方創生講義に関すること） 

富山大学地域連携推進機構地域連携戦略室 

特命准教授 尾山 真          Tel:076-445-6519、6177 

 



事業名称 富山“Re-Design ”ラボ
これからの時代の変化を見据え、富山県の未来を担う企業と自身の
キャリアをRe-Designし、地域企業の持続的な価値創造と外部中核人
材による地域活性化を図る実践型リカレントプログラム



「富山“Re-Design”ラボ」協力研究員の活動領域と地域再生・企業変革の構造

・地域をReDesignする
地域における企業の役割を理解し，共有価値を
創造することで持続的な企業と地域をReDesignする。

・自分をReDesignする
自分の持つ能力を生かしながら企業課題を
解決する実践を積むと同時にリスキリング・
アップスキリングを図る。

・企業をReDesignする
企業の具体的経営課題を自分の持つ能力と
大学における学びを生かして解決する。

【信州大学】
信州100年企業創出

プログラム

【金沢大学】
共創型企業・人材展開

プログラム

協力研究員(地域Re-Design人材)

地域

企業
(自社変革&地域Re-Design企業)

【企業の改革を通じた
地域課題解決】

・人口減少対策
・高齢者対応
・子育て支援
・外貨獲得
・雇用確保

【研究員による
経営課題解決】

・経営基盤強化
・生産性向上
・組織・風土活性化
・人材育成・定着
・事業開発・立上げ
・マーケティング強化

富山“Re-Design”ラボ
【協力研究員の活動領域】

【富山大学で学ぶ】
・DS(データサイエンス),DX
・デザイン思考
・地方創生
・企業変革に関する
ノウハウ等(外部講師)

大都市圏から
移住する
外部中核人材



大学

リソース：専門領域研究・融合領域研究・教育手法・研究手法

企業課題解決

委託契約
(6カ月)

地域の
リソース利用

地域の一員
として貢献

地域
修了後の派生・展開として
・情報の研究活用
（学部紀要・学会論文）

・共同研究への展開
・大学院進学
（リスキリング）

外部講師
MOOC利用

支援組織

企業
(自社変革&地域Re-Design企業)

協力研究員
(地域Re-Design人材)
・大都市圏から移住
・大学の協力研究員
・企業の課題解決委託

【研究員に対する教育】 【地域課題解決モデルの一般化】

ゼミナール
DS,DX,デザイン思考を中心とした
コースづくり

地方創生講義
地域政策,共有価値創造,まちづくり
地域経済,地理,文化など

助言・指導
報告書作成指導など

研究
専門研究および地域連携研究に
活用できる事例・データの提供
(ゼミナール，報告書作成指導)

教育
地域課題解決モデルを授業等を
通じて学生教育に生かす
協力研究員の授業・事業への登壇

「富山“Re-Design”ラボ」大学の役割



プログラム期間中（半年）の運営イメージ

富山大学
(教育・研究)

・月1回（終日）
*マッチング先企業をCASEに

・コンソーシアムの運営・協力
・協力研究員の生活支援
・修了レポートの助言・指導(月1回半日）

企業の支援
＋

協力研究員の支援

企業変革に
関するノウハウ等の
アップグレード
(地域経営者を含む講義等)

企業＆研究員サポート
＋

地域ネットワーク構築

研究員への指導
＋

地域産業、地域文化に
関する知見のインプット

＋
新しい知識の習得

・修了レポートの助言・指導(月1回半日)
・事業課題解決モデルの一般化(地域連携研究)

・コンソーシアム参加
・事業設計への関与、学内調整など

地域連携戦略室

・規則制定、請求手続き、学内事務連絡

社会貢献課(事務スタッフ)

・各専門領域ゼミの実施(月1回×180分)
・地域課題解決モデルの一般化(各専門研究)

ゼミナール(教員3-4名)

・講義（月1回×180分）
*富山の地域・文化・産業に関する講義
*システム思考・ファシリテーション等の講義

地方創生講義(オムニバス)

富山県

RBX
(外部講師による講義)

アイコック
(事業運営支援・協力)

・月1回（随時）
*DS、DX、地方創生ほか
*公開講座,オープンクラス,授業動画,Mooc活用

大学リソース,e-ラーニング

・コンソーシアム参加
・自治体リソースの活用

協力機関
(金融機関等)

外部評価機関

・地域企業の参加募集

・事業の評価・監査



「富山“Re-Design”ラボ」の体制

富山大学・富山県・アイコック＋協力機関：県内3銀行等

富山“Re-Design”ラボ

中核人材
[協力研究員]

地域企業
[参画企業]

6～10名 6～10社

コンソーシアム

①経営課題の整理・解決サポート
（週4日）

②富山大学教員・外部講師による
協力研究員指導（週1日）

ゼミ・演習形式で、参画企業の経営課題解決
に関する助言・アドバイスを受ける

協力研究員が担当企業に伺い、問題分析を実
施。直面する課題の解決を行う。

大学
教員

協力研究員
ゼミ・演習形式の指導

協力研究員

大学
教員

業務従事
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